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児童福祉法第35条、第44条、同法施行令第36条(義務)
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針路 04
分野施策 0403

１　事業概要 ５　事業説明
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　不良行為をなし、又はなすおそれのある児童及び家庭
環境、その他の環境上の理由により生活指導等を要する
児童を入所させ、個々の児童に応じて必要な指導を行い
その自立を支援する。

　埼玉学園処遇費　101,689千円

（１）施設設置の目的
　　　児童福祉法第44条に定める児童自立支援施設として、不良行為をなし、又はなすおそれのある児童及び家庭環境、
　　その他の環境上の理由により生活指導等を要する児童を入所又は通所させ、その自立を支援し、退所した者について
　　相談、援助を行う。

（２）事業内容
　　ア　生活指導
　　  　小舎夫婦制を採用しており、職員が児童と起居を共にしながら、家庭的な雰囲気のもと、児童の生活全般に関わ
　　　るしつけ、情緒の安定、社会性の涵養等のため、個別指導及び集団指導を行う。
　　イ　学科指導
　　  　平成１４年度から学園内に学校を設置し、施設職員と学校教員が協働して、少人数による指導、ティームティー
　　　チングや習熟度別学習の実施等、入所児童の特質を踏まえた教育を展開している。
　　ウ　職業指導
　　　  園内での農業指導や園外での職場実習を通じ、健全な職業生活を営むのに必要な態度、習慣等を習得させる。
　　エ　その他
　　  　学園内外での、遠足、キャンプ、スキー訓練、各種スポーツ大会、体育祭、文化祭等を行う。
　　　　また、被虐待児の入所が増加しているため、嘱託の精神科医や心理専門員等が連携し、児童の精神的、心理的ケ
　　　アを行う。

（３）事業効果
　　　令和　元年度　　決算：75,010千円　　退所時の就職、進学、復学者の割合：86.2%
　　　令和　２年度　　決算：58,249千円　　退所時の就職、進学、復学者の割合：95.6%
　　　令和　３年度　　決算：68,648千円　　退所時の就職、進学、復学者の割合：90.5%

（４）事業計画（目標値）
　　　退園時の就職、進学、復学者数の割合　　80.0%
　　　退園者数　　　　　　　　　　　　　　　38人

２　事業主体及び負担区分
(国1/2・県1/2）

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用)(款)社会福祉費(細目)児童福祉費
(細節)児童措置費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.15人＝1,425千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金 分担金・負担金 諸 収 入

決定額 101,689 45,693 1,401 7,809

前年額 97,002 45,742 1,401 7,614 42,245

― 福祉部 327 ―

子育てに希望が持てる社会の実現

46,786 4,687

児童虐待防止・社会的養育の充実



 

事業名

単位事業名 予算額 101,689千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 216 0 弁護士謝金、見舞金

旅費 1,187 0 普通旅費

需用費 67,557 4,790 消耗品費、燃料費、光熱水費、賄材料費

役務費 1,526 0 通信運搬費、手数料

委託料 94 0 公費負担医療審査手数料

使用料及び賃借料 5,723 0 自動車借上代、有料道路利用料、児童授業用パソコンリース料

扶助費 25,386 △103 児童福祉法に基づく扶助費　100人分

合計 101,689 4,687

事業内訳書

埼玉学園処遇費

埼玉学園処遇費

主な内容


